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サケ 科 魚類の増殖に 関する海外レポート 

日日間の科学技術協力計画に 参加して 

什 具 俊 ( 北海道さけ・ますふ 化場 ) 

この度 ， ロ口間の科学技術協力計画 ( サ 特に町中を走る 働き盛りをとっくに 過ぎた 

ケ・マスの再生産条件の 改善万法の研究 @  シニアクラスの 車群は国際色豊かであ った。 

に基づいて， mgg1@ 年 7 月幻日から 8 月 11 口 

まで 0)14 口 問 ，カムチャツカ 州を視察した。 カムチャツカ 漁業海洋研究所 

                    よ、 チャ ツカ漁業海洋研究所   
(Ka Ⅲ chatNIRo) とその付属施設であ るク ほぼ半数が研究関係に 携わっている。 彼ら 

リル湖畔の研究施設， および数ヵ所のふ 化 は ぺ トロパブロフスクカムチャツキーを 拠 

場を訪れる機会を 得た。 各地を視察しなが   占 とする本所 と ，半島各地に   占在する研究 

ら ，いろいろな 分野の専門家との 意見交換， 施設に配属されている。       jjjj 

病理学的観点から 検討を加えている。 この 

カムチャツカ 州 ような体制と 業務内容は， 口木の海区水産 

カムチャツカ 州はⅡ本の約 ].3 倍の面積が 研究所と類似している 一面もあ る。 しかし， 

あ ろ。 我で - 行が訪れたのは 半島の南端部 研究対象を " ザケ ・マス " と限定した研究 

に過ぎないが ，延々と続く 山並みや大平原， 室が 5 つもあ る点に特徴があ り， カムチャ 

地肌をむき出しにした 大火山等は， いや 応 ツカ州の水産資源に 占めるサケ 科 魚類の重   要 ，性を垣間見る 思 、 いがした。   その一つ，カルマノフ 博士の研究室でほ ， 

人に過ぎず， その内約 30 万人が ぺ トロパフ     カラフトマス 稚苗の 降河 状況調査結果に 基 

ロフスクカムチャツキ 一に集中している。 づき，回帰する 成缶   の数や時期の 予測を立 

訪れた 8 月上旬は， 晴オ した日の口中の 気 てていた。 また， ここでは，沖合成で 捕獲 

温は初で前後になるものの ，朝夕は冷え 込 されたサケ 科伍類の アイソザイムによる 系 

                              と 昼間でも肌寒く 感じる点等，                                                                                                   

                                                                                                ると， あ る時期にカムチャツカ 半島東岸を 

                                                                                                                                                                    は 北海道起源， ベ ニザ 

り， 人ヤが 行列を成す光景は 見られない。 ケ の 80% はアラスカ起源であ る可能性が強 

か Ⅰ て 伝え聞いた品不足は 徐 タに 改善され           ことであ った。 

ているが，輸入 nuu も至る所に氾濫しており ，   
一 6l - 一 



も，っ たが，室内には 再 親類 と パソコンが 

あ るのみで， 標 太の保存や分析に 使う装置 

や機器類は兄㍉らなかった。 本所では干に 

データの解析 ヒ ， それに基づく 資源管理が 

行われている よ うであ った。 

クリル湖畔の 研究施設 

クリル湖は ， ペトロパブロフスクカ ツ、 サ   

ャ ツキーから 而 ㎡ 丙へ 約四り kml ほど   いった所 

に位 消 するカムチャツカ 半島最南端の 湖て 

あ ろ。 外周が北海通の 支笏湖に匹敵し ，最 

深部が㎝   lm に達するこ㈲カルデラ 湖には， 

パ 本の小川 ll が流人している。 これ '' 対し， 

そこから流れ 出る Wll は オゼ ルナ 刊 ll 1 本 

のみで， その 川 「「 ィ 、 j. 近にひ づそリ とした 什 

まいの研究施設があ る。 

観察にも格好な 場所ともなっている。 

研究施設には 数名の研究者とその 補助 曇 

が湘駐し ，長年に 亘 って べニザケ ， オシ 3 

ロコマ， マス / スケ の ぺ       態や資源 童に 関 - ケ 

ろ 研究， あ るいは湖の環境調奄を 行ってき 

た。 こ 二に来てまずはに 付くのは，研究施 

設の目の前に 敷設された木製の 棚であ ろう。 

夏から秋にかけて 湖べ遡卜 してきた蕉の 数 

は， この棚に設けられた j カ所のゲート て 

計数する 仕 細みになっている。 今年の回帰 

数は例年に比べて 少ないという 話を聞。 た 

が， それでも人影に 堅いて逃げる   缶群 ㈲数 

には圧倒された。 - 方，春になると 曳き網 

や刺し網を m いて，幼稚色の 分布，移動に 

関する調査が 行われる。 

我ゼ 一行がこの地を 訪れた㍉ パ卜旬は ， 

まさに べニザゲ の湖 L 盛期であ った，前述 

写真 1  クリル湖畔の 研究施設   

した棚の近くでは ， 故郷の湖を口前にしな 

がら行く手を 阻まれた色がもどかしそうに 

銀鱗を光らせていた。 そ力 d 方で，棚のわ 

ずかⅡ流をゆったりと 泳ぐ真っ赤に 色づい 

た一群や， 湖へ 流れ込む 河 l@ 既に産卵行   

動を起こしている 個体も観察できる。 同 ・   

時期に， 同じ場所で， これほど 成 敬虔が異 

なる群を見ることができ 感動した。 こ力し : ょ 

産卵 床が 幾つも分散していろことと 関係か 

あ るのか， また， 二れ 。 の特性は岸 卵床毎 

この辺りは @. 地 ㈹起伏が激しく 入り組ん 

だ太山地帯のため ， 街ヒ 湖を結ぶ・大きな 通 

はない。 物置 輸 込や人の移動に 使われる 唯 

‥㈹交通手段はヘリコプター て あ ろ， この 

ような地理的条件のお 除 か， 湖 周辺の白 殊 

はほとん ビ ギ付かす ひ ) 状態で残 -, ており，     

に ，遺伝的に同定されていろのだろうかな 

ど，興味は尽きない。 

ベニザケ の場合，成熟が 進んだ胴体と % 

執な 個体では，行動や 体色だけてなく 体型 

も変化する。 現地のスタッフに 依頼して， 

両者の色体測定を 行い大きさを 比較 するこ 

Ⅲこした。 成熟 白   ㈲捕獲は湖に 汀ぐ 小河 ll 

の産卵 床で タモ網を用いで 行 ! 、 ， また， 未 



    心 もとなかった @l@ 

な 顔つきを                                                                           

等，                                                                                                                       ） よ 

何とか雌雄 各 Ⅲ尾の任．を 測足 することがで   

きた。 表 1 がその 測疋 結果であ る。                                         
恵まれた自然 が 取り囲むクリル 湖の施設   レヨ 主 電力を小規模 

な 風力発電に頼っている 現状では，多くの   
ことができず ，せめて 電フ J 事情が改善さ         ： ろ た ろ う 惑 じ   
    体         

                                                                    115   142                           
未熟 咄 4 明   ㎝ ぃ ll,-   い                                       
カムチャツカ 半島の自然環境 

        空から眺めたカムチャツカ 半島南部の     
                                  そうとした樹木が 覆い，日常な 

木材 を満マ とたたえた河口 域 には広大な・ 湿 

地帯が形成されている。 何 Ⅲの蛇行や河畔 

林は， そこに棲む 伍 ．に 餌 や林 烏 、 場を提供し 

てくれるだけでなく ，水温調節作用として 

の役割も果たしている。 あ るがままの姿に 

残された Wll を見るにつけ ， " 治力く " という 

名の基に護岸と 直線化を繰り 返してきたⅡ 

本 0)y 剛 ll が，如何に白 状 とはかけ離れた ， 

魚にとって住み 難いものであ るかというこ 

とを・痛感させられる。 最近ようやく ， 痛マ 

しい口木の河 ll を見直そうという 動きが 出 

てきたが， どの程度まで 自 殊に近づけるの 

が良いのか，あ るいは近づけ 得るのかは難 

しい問題であ る。 

生物相も河 l@ 境 と同様に多様性に 富ん 

でいる。 ザケ ・マス類に限ってみても ， カ 

ラフトマス， ベニザケ ， ザケ ，マス / スケ ， 

ギンザ ケ 等が， 河 @l@ に 様クな 組み合わせ 

で そ 上しており， その資源量は 極めて豊富 

であ る印象を受けた。 ベ ニザ ケ に関して 話 

を 聞いたところ ，湖のない 河 ll にも 湖卜 " サ " 

る 群があ ることや，産卵場は 湖岸から 河 lll 

の中まで幅広く 分布すること 等がわかった。 

北海道さけ・ますふ 化場では，人工ふ 化放 

流による べニザケ 資源造成計画を 推進し， 

成果を上げつつあ るが， まだ産業的に 成り 

立つところまで 至っていない。 その原因こ 

して， 日本には べ ニ ーザケ の上 思 に適した同 

@ll が少なく， 1 年 宙   スモルトを放流する 現 

在の増殖方法では ，設備の面で     i. 分 な数の 

放流 缶 ．を確保し難い   占 等 があ げられる。 様欠 

な生活史を示すカムチヤツカ 席 ベニ ザケ は， 

日本の環境に 適合したべ ニザケ 資源を最 産 

するために，何らかの 有効な糸口を 与えて 

くれるかもしれない " 



カムチヤツカ 州の人工ふ化放流事情 

近年， カムチヤツカ 半島の大目妖を 切り 

開いて， Ⅱ本の資本と 技術力を導入したロ 

口合弁事業によるふ 化場建設が進められて 

いる。 今 何の視察では 4 カ所のふ化場を 訪 

問することができた。 S 片上旬現在におい 

て， どのふ化場でも 受精卵の収容が 始まっ 

たばかりで， 仔稚 缶の飼育や放流現場を 見 

る機会はなかったが ，収集した情報を 簡単 

に 紹介する。 

マルキンスキーふ 化場 河口がオホーツ 

ク海に開くボリシャ ヤ @l@ 系の 一 支流沿い 

に建っており ， 干にべ ニザケと マス / スケ 

を扱っている。 冬期間 0 ． ゲ C まで下がる 洲 ll 

水温は ， 近くに湧き出る 朗での温泉を 利用 

し，常時 8 。 C 以上に維持できる。 卵は近く 

の捕獲 場 で受精させた 後，ふ化場まで 輸送 

する。 浮上した 稚 色は 3rrW, の 楕円水槽で 育 

成 後，大きくなったものから 順次屋外水槽 

へ移し， 5 一 10 9, まで飼育し放流する。 

オ ゼルキーふ化場 同じくボリシャ ヤ fll 

水系の支流沿いに 建っている。 年間を通じ 

て水温が 5-8 での湧水を使 い ， 1,600 万屋 

のザケと 4 ㎝方屋のべ ニザケ の放流を目指し 

ている。 幼稚 缶 ．管理には FRP 水槽 (WA, 

3.OXL 初 ． OXD 0.45m) を用いていた。 放 

流は サケ が h 月 中旬， ベニザケ が 6 月下旬 

を 盛期とし，水槽から Wll までつながった 

水路に直接行える 仕組みになっている。 

ケ トキノふ化場 北太平洋に江 ぐア バチ 

ャ Jl@ 系内にあ る。 サケを中心に 1,2UO 石尾 

の最大収容能力があ る。 Jll とふ化場を結ぶ 

水路の屋外部分には ， 素 堀りの畜養 他 が付 

属していた。 受精卵は近くの ピ ナチ エ バ Jll 

の捕獲 場と， ふ化場施設 内 まで湖上する 双 

  

万 の 親 缶から確保できる。 捕獲場を見学し 

た際に成熟した サケ の生物測定を 行った。 

回帰した放任   070%0 が 5 年白で， その平均 

尾 丈長は雌が 61.lrm, 雄が 64.5rnl, 苧卵数 

と卵径の平均値は 2,04 円 粒と 7.gmm だった。 

パラチュン カ ふ化場 北太平洋に狂 ぐパ 

ラチュン カ Jl@ いにあ る。 地下約 40m から 

汲み上げた地下水温は 真冬でも 4 一 、 1 でを 

維持し，最大 2,100 万屋 のサケと 各四万屋 の 

ベニザケ，ギ                                                                 

写真 2  パラチュ                                     

こちらのふ化場では ， 仔伍 管理は砂利の 

代替品として 八二カムコアやブラインドを 

使い ， 餌は自動給餌 器 で与えるのが 一般的 

であ った。 また， 稚 佳期から 幼 自欺海の間 

を i 種類の FRP 水槽で育成し ，放流は水槽 

から河川につながる 水路へ直接行う 等， 缶   

の移し換えを 極力少なくして 作業の省力化 

を 図っていた。 しかし一万では ，放流まで 

の生残率が低く 且つ不安定であ るという問 

題も抱えており ，放流効果を 評価する体制 

が整っていないのが 現状であ る。 今後は， 

研究所等と連携を 取りながら効果的なふ 化 

放流を目指す 必要があ るだろう。 



しかし， ビ のふ化場において     サケ・ かいもてなしと ，可能な限りの 便宜を受け 

マス増殖に対するスタッフの 真摯な姿勢が ることができた。 彼らに対して 心から感謝 

伝わってきた。 カムチヤツ カ ふ化場産の子 するとともに ，研究と事業の 更なる発展を 

孫が，将来に 直ってここの 大白 殊と 共存し 祈りたい。 また，今回の 訪問に際しご 協力 

てく オ しることを願いつつ ， この地を後にし 戴いた多くの 方なに，本誌を ィき りてお礼申 

                                          ことにする。   
ボリビア共和国水産開発研究センクー 開発計画について 

野村有一 ( 北海道さけ・ますふ 化場 ) 

外周に対する 技術援助の拡大により ，水 高 3,500m 以上，に 及 ぶ高地であ り， 低 水温地 

産分野でも種々の 援助プロジェクトが 実施 域であ ることからニジマスが 選定された。 

されている。 援助の具体的内容では ，角柄 種苗は北海道Ⅰ l@ から移 植 したニジマス 

および栄養に 関する課題が 多く，南米のボ 卵から生産を 開始し，以後は 他からのニジ 

リビアにおけるニジマス 養殖技術の技術移 マス種苗の移殖はなされていない。 現在の 

転の一環として 黄病に関する 短期専門家と 水産開発研究センタ 一におけるニジマス 発 

して 40 日間ボリビア 共 木口 回 に派遣さ           @ l お よ ひ 2 

ボリビアは南米で 最も経済状態が 悪く ， 示したとおり ，近年著しく 増加している。 

国土の大部分がアマゾンの 湿地帯か，標高 研究所の組織には 調査部と増殖部があ     

                m にもおよぶアンデスの 高地であ るた                           ら過去に我が 国に派遣され 

め，産業の育成も 遅れており政治的にも 政 研修を受けた 職員が中心となり ，研究所に 

権 がⅠ年毎に交代するなど 不安定な国であ 

( 万粒 ) 
    

日本による無償供与によ @ 
50   

        その後国際協力事業団け lCA) による プ 40 

ロジェークト 方式技術供与・                                               

水産開発研究センタ                                                         
  

                              本 プロジェクトは 1ggf 年 

f 月 まで実施される 計画で           

本 プロジェクトの 目的は ，                                 年 

パク資源の供給増大を 図ることであ るが， 図 1  セ       一におけるニジマ                       
対象色種としては ，アルチプラノ 地域が懐 販売数・ 

7l   



( 万屋 )   
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尾 
数 

  

  

  1988 1989 1990 1991 1992 1993 
年 

図 2  センタ一におけるニジマス 稚 角の販売数   

写真 1  民間養魚 揚り ニジマス養殖用の 綱 牛 

管 ・生首 の フレームは木製． この 養蕉 ． 

場ではⅡ間 1 ㎝トンのニジマスを 生産し 

ている・ 

おける中間技術者養成コース、 の開催，大学 

における農学系の 学生や民間養魚場の 職員， 

政府他機関の 職員に対する 研修会を実施し ， 

日本での研修で 修得した技術を 広く普及さ 

せることに努めている。 

研究所のあ る ナ チカカ湖 や ，低地帯にあ 

るコチャバンバ 市 近郊の湖沼でのニジマス 

の 網ィ ケス養殖 ( 写真 1 ) が拡大している 

が，今後の養殖の 拡大を図る上で 最も大き 

な 問題は配合飼料の 問題であ ろう。 ボリビ 

アは海を持たない 国であ るため，配合飼料 

の原料となるフィッシュミールは 全て輸入 

に依存している。 餌の原料の価格が 高く， 

このため生産されるニジマスも 住民の収入 

を考えると非常に 高価な角．となっている。 

原料の品質管理の 問題に由来すると 考えら 

れる肝臓癌や 稚魚の歩留まりの 低下も観察 

されている。 生産量の多い 大豆を角粉の 代 

替え蛋白質として 使用する試みもなされて 

いるが，大豆は 国際商品であ り価格的には 

養色   の飼料に使用できる 状況ではない。 経 

済状況の悪化した 国における 養伍   では餌の 

問題は大きな 問題であ る。 現在まで研究所 

およびボリビア 国内で飼育中のニジマスに 

おいて確認された 疾病は，水産研究所 ワ ス 

カル所長の見解では 白月虫の寄生，細菌性 

鯉病 であ るとされている。 

チチカカ湖周辺はインカ 文明より早くに 

文明が形成されたとされているが ，標高が 

4,mnTn にも及ぶ高地にあ る湖であ ㌦また 

その湖面 oyL, 比はべ ル 一領であ る。 . ㈲湖を 

使っての在来からのカラチ (0/. 。 ， バ fi はド悠 ， ばババ i), 

マウリ (T   り ・「 /@n@/I コ ・ irVl. ど ru/@s(lisfV ， け ).), ィ スピー 

(0/.8 ざ tin バゆ ． ) などの曲種の 増殖も試みられ 

ているが，放流用種苗の 生首技術の確Ⅱ， 

放流後の資源の 管理を ぺ ル ー 側ヒどのよう 

に調整するかが 今後の問題であ る。 角   類の 

大消費地であ る首都ラパスでは ，露店でも 

伍   類の販売は見られたが ，高地であ るため 

油で揚げる料理法が 主体であ る。 このため， 

研究所では中間技術者養成コースの - 環 と 

して食品別丁のコースを 設けで い る ( 写真 

㍉。 蒲鉾 やサケ フレーク，経製などの 製造 

技術の普及を 叶 ろ 試みがなされている。 消 
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                                      ニジマス養殖を 産業             

定着させるために つ ，   な 舌 り も   
写真 2  研究所における 中間技術   ポ 養成っ 一 

ノ、 の 研修で製造した 加に食Ⅱ・ 革製が 

好止 ， あ ・ ，た ・ 

 
  

 
 
 




